
総

会

佃
会
長
の
「
50
周
年
を
迎

え
て
、
設
立
当
初
の
志
に
思

い
を
致
し
、
各
地
区
協
会
及

び
都
協
会
が
連
携
を
深
め
て

活
動
し
て
い
き
た
い
」
旨
の

挨
拶
の
後
、
澤
山
理
事
長
を

議
長
に
選
出
し
て
、
①
平
成

27
年
度
事
業
報
告

②
同
収

支
決
算
書

③
平
成
28
年
度

事
業
計
画
（
案
）

④
同
収
支

予
算
書
（
案
）
⑤
役
員
人
事

（
案
）

⑥
東
京
都
防
衛
協

会
規
約
の
一
部
改
正

の
６

個
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
に
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
副
会
長
、
理
事
長
及

び
常
任
理
事
の
改
選
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
退
任
、
再
任

も
し
く
は
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

表

彰

式

受
賞
者
氏
名
は
４
面
に
掲

載
し
て
い
ま
す

講

演

会

前
西
部
方
面
総
監
の
番
匠

幸
一
郎
氏
よ
り
「
日
本
と
い

う
国
と
日
本
人
…
防
人
の
勤

務
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
」

と
題
し
て
ご
講
演
頂
き
ま
し

た
。東

日
本
大
震
災
、
イ
ラ
ク

人
道
復
興
支
援
、
南
西
防
衛

等
に
つ
い
て
、
番
匠
講
師
が

指
揮
官
あ
る
い
は
幕
僚
と
し

て
勤
務
さ
れ
た
豊
富
な
経
験

に
基
づ
い
た
貴
重
な
お
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

懇

親

会

舛
添
要
一
東
京
都
知
事
の

祝
辞
を
田
邉
揮
司
良
危
機
管

理
監
が
代
読
す
る
と
と
も
に
、

会
員
は
じ
め
自
衛
隊
、
防
衛

協
力
団
体
、
東
京
都
庁
・
都

議
会
等
か
ら
多
く
の
来
賓
の

ご
出
席
を
得
て
、
盛
況
の
裡

に
終
了
し
ま
し
た
。

①
防
衛
講
演
会

定
期
総
会
・
理
事
会
に
合

わ
せ
て
実
施

②
防
衛
研
修
会

・
第
１
師
団
研
修

・
防
災
訓
練
研
修

・
女
性
部
会
研
修
（
７
・
５
）

・
青
年
部
会
研
修

③
東
京
都
防
衛
協
会
会
報

発
行

（
四
半
期
毎
、
年
４
回
）

④
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国

大
会
参
加

⑤
自
衛
隊
行
事
支
援
・
参
加

・
部
隊
等
創
立
記
念
行
事

・
富
士
総
合
火
力
演
習

（
８
月
）

・
中
央
観
閲
式

（
10
月
）

・
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り

（
11
月
）

⑥
特
別
会
員
向
け
行
事

・
意
見
交
換
会
（
７
・
27
）

・
富
士
火
力
演
習
（
８
月
）

⑦
50
周
年
記
念
行
事

・
平
成
29
年
2
月
9
日

・
明
治
記
念
館
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東京都防衛協会東京都防衛協会
○
東
京
都
防
衛
協
会
は
、
区
市
町
村
の

民
間
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地

区
協
会
を
中
心
に
、
昭
和
41
年
３
月

に
結
成
さ
れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。

○
「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
の
気

概
を
も
っ
て
、
広
く
都
民
の
間
に
防

衛
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
な
広
範

な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

○
会
報
紙
「
東
京
都
防
衛
協
会
会
報
」

を
発
行
し
、
協
会
や
部
隊
・
自
衛
隊

の
活
動
を
紹
介
し
、
都
民
と
自
衛
隊

の
間
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
東
京
都
防
衛
協
会
は
、
区
市
町
村
の

民
間
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地

区
協
会
を
中
心
に
、
昭
和
41
年
３
月

に
結
成
さ
れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。

○
「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
の
気

概
を
も
っ
て
、
広
く
都
民
の
間
に
防

衛
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
な
広
範

な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

○
会
報
紙
「
東
京
都
防
衛
協
会
会
報
」

を
発
行
し
、
協
会
や
部
隊
・
自
衛
隊

の
活
動
を
紹
介
し
、
都
民
と
自
衛
隊

の
間
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
は
、
今
年
創

立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

昭
和
41
年
３
月
27
日
、
東
京
都

自
衛
隊
協
力
会
連
合
会
と
し
て
発

足
、
翌
年
に
は
東
京
都
防
衛
協
会

と
改
称
、
爾
来
今
日
ま
で
、
首
都

東
京
都
の
防
衛
協
会
と
し
て
、
東

京
都
に
所
在
す
る
自
衛
隊
を
応
援

す
る
と
と
も
に
都
民
の
防
衛
意
識

の
普
及
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
間
、
昭
和
43
年
の

東
部
防
衛
協
会
及
び
平
成
元
年
の

全
国
防
衛
協
会
連
合
会
の
設
立
に

発
起
人
代
表
と
し
て
先
頭
に
立
ち
、

地
域
や
全
国
を
網
羅
す
る
組
織
の

結
成
・
充
実
に
も
尽
力
し
て
き
ま

し
た
。
途
中
、
活
動
が
停
滞
気
味

に
な
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、

近
年
は
加
入
し
て
い
る
地
区
協
会

が
逐
次
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
創
立
50
周
年

を
記
念
し
て
、
３
回
に
亘
っ
て

「
東
京
都
防
衛
協
会
五
十
年
の
歩

み
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

１

本
会
設
立
か
ら
全
国
防
衛
協

会
連
合
会
（
以
下
、
連
合
会
）

結
成
（
平
成
元
年
）
ま
で

（
１
）
本
会
設
立
の
経
緯

昭
和
30
年
代
後
半
の
時
代
は
、

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
、
翌
40
年
の
日
韓
基
本
条
約

締
結
等
明
る
い
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
が
、
一
方
で
、
35
年
６
月
の

日
米
安
保

条
約
改
定

前
後
か
ら

日
米
安
保

闘
争
が
繰

り
広
げ
ら

れ
、
国
内

に
お
い
て

非
武
装
中
立
や
自
衛
隊
反
対
、
更

に
は
ベ
ト

ナ
ム
戦
争

反
対
が
声

高
に
唱
え

ら
れ
て
い

ま
し
た
。

（
４
面
に
続
く
）
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東
京
都
防
衛
協
会
五
十
年
の
歩
み
（
１
）

東
京
都
防
衛
協
会
五
十
年
の
歩
み
（
１
）

東
京
都
防
衛
協
会

会
長

佃

和
夫

副
会
長

山
本
正
巳

副
会
長

浅
野
敏
雄

副
会
長

川
本
裕
康

副
会
長

金
澤
博
範

副
会
長

中
島
幹
夫

副
会
長

山
田
忠
昭

理
事
長

澤
山
正
一

昭
島
市
防
衛
協
会

会
長

中
島
幹
夫

あ
き
る
野
市
秋
川
地
区
防
衛
協
会
会
長

石
井

一

あ
き
る
野
市
五
日
市
防
衛
協
会

会
長

青
木

豊

板
橋
区
防
衛
協
会

会
長

瀬
尾
正
弘

江
戸
川
区
防
衛
協
会

会
長

石
田

健

青
梅
市
防
衛
協
会

会
長

伊
東
庸
行

奥
多
摩
町
防
衛
協
会

会
長

石
田
芳
英

北
区
防
衛
協
会

会
長

小
俣
雅
宏

清
瀬
市
防
衛
協
会

会
長

斉
藤
正
彦

国
立
市
防
衛
協
会

会
長

佐
伯

寛

小
平
市
防
衛
協
会

会
長

川
里
春
治

狛
江
市
防
衛
協
会

会
長

栗
山
欽
行

渋
谷
区
防
衛
協
会

会
長

関
口

充

杉
並
区
防
衛
協
会

会
長

川
元
賢
一
郎

世
田
谷
区
防
衛
協
会

会
長

熊
本
哲
之

立
川
市
防
衛
協
会

会
長

滝
島
秋
生

千
代
田
・
中
央
防
衛
協
会

会
長

中
谷

照

豊
島
区
防
衛
協
会

会
長

吉
村
辰
明

新
島
村
防
衛
協
会

会
長

前
田
靖
男

西
東
京
市
防
衛
協
会

会
長

山
田
忠
昭

練
馬
区
防
衛
協
会

会
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る
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躍
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飛
躍
を
誓
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９
日
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記
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に
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記
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式
典
開
催

来
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９
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治
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に
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記
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開
催

平
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平
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28
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28
年
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事
業

28
年
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主
要
事
業

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

創
立
50
周
年
と
な
る
節
目
の
年
度
を
迎
え
た
東
京

都
防
衛
協
会
（
佃
和
夫
会
長
）
は
、
５
月
18
日
、
グ

ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
新
宿
区
）
に
お
い
て
第
51
回

定
期
総
会
及
び
関
連
す
る
行
事
を
開
催
し
、
創
立
当

初
の
志
に
思
い
を
致
し
つ
つ
平
成
28
年
度
の
活
動
を

本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。

創
立
50
周
年
と
な
る
節
目
の
年
度
を
迎
え
た
東
京

都
防
衛
協
会
（
佃
和
夫
会
長
）
は
、
５
月
18
日
、
グ

ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
新
宿
区
）
に
お
い
て
第
51
回

定
期
総
会
及
び
関
連
す
る
行
事
を
開
催
し
、
創
立
当

初
の
志
に
思
い
を
致
し
つ
つ
平
成
28
年
度
の
活
動
を

本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。

皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
防

衛
協
会
の
事
業
・
活
動
に
多

大
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
ご
承
知
の
よ

う
に
、
東
京
都
防
衛
協
会
は

創
立
50
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
た
め
来
年
２
月
に
開

催
す
る
創
立
50
周
年
記
念
行

事
を
は
じ
め
活
動
の
更
な
る

充
実
・
発
展
を
目
指
し
て
、

昨
年
度
か
ら
「
部
隊
研
修
」

や
「
講
演
会
」
の
充
実
、

「
特
別
会
員
向
け
事
業
」
の

新
設
、
「
東
京
都
防
衛
協
会

会
報
」
の
発
行
な
ど
様
々
な

事
業
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

準
備
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

本
日
は
、
そ
れ
ら
の
活
動

を
織
り
込
ん
だ
平
成
28
年
度

事
業
計
画
（
案
）
、
収
支
予

算
（
案
）
、
役
員
人
事
（
案
）

等
に
つ
い
て
ご
審
議
頂
き
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

現
下
の
世
界
の
安
全
保
障

環
境
は
、
中
東
情
勢
で
の
混

迷
の
増
大
に
加
え
て
、
国
際

テ
ロ
や
海
洋
、
宇
宙
、
サ
イ

バ
ー
空
間
に
お
け
る
リ
ス
ク

な
ど
国
境
を
超
え
る
脅
威
の

出
現
な
ど
、
多
種
多
様
な
事

態
が
生
起
し
大
き
く
変
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
日
本
を
取
り
巻
く
環

境
も
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
・

ミ
サ
イ
ル
開
発
の
継
続
や
挑

発
行
為
、
中
国
に
よ
る
尖
閣

諸
島
周
辺
で
の
領
海
・
領
空

侵
犯
な
ど
一
層
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
自
衛
隊

の
皆
様
は
わ
が
国
の
安
全
保

障
と
い
う
重
大
任
務
に
精
励

さ
れ
る
と
と
も
に
、
熊
本
地

震
に
お
け
る
災
害
派
遣
等
国

内
外
に
お
い
て
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
国
民
の
自

衛
隊
に
対
す
る
信
頼
と
期
待

は
一
段
と
高
ま
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
は
、
昭

和
41
年
３
月
に
設
立
さ
れ
て

か
ら
今
日
ま
で
、
「
国
民
の

防
衛
意
識
の
高
揚
」
と
「
自

衛
隊
を
激
励
・
支
援
し
、
そ

の
発
展
に
寄
与
」
す
べ
く
活

動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
国
の
安
全

保
障
に
対
す
る
様
々
な
考
え

方
、
価
値
観
を
持
つ
人
々
に

対
し
て
、
「
自
分
の
国
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
国
民
と

し
て
当
然
の
気
概
を
醸
成
す

る
こ
と
に
あ
り
、
ま
た
そ
れ

が
自
衛
隊
を
感
謝
の
気
持
ち

を
も
っ
て
激
励
・
支
援
す
る

活
動
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

役
割
は
益
々
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
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都
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協
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立
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を
契
機
と
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、
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第
５
次
隊

警
衛
隊

３
等
陸
曹

岩
阪

勇
樹

（
34
普
通
科
連
隊
第
２
中
隊
）

海
賊
対
処
行
動
の
要
と
し

て
海
上
自
衛
官
が
参
加
し
て

い
る
派
遣
海
賊
対
処
行
動
航

空
隊
の
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ
３

Ｃ
は
ア
デ
ン
湾
を
航
行
す
る

数
多
く
の
一
般
船
舶
を
慎
重

に
識
別
す
る
と
い
う
隙
の
な

い
哨
戒
任
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
自
分
自
身
も
、

監
視
飛
行
を
行
う
海
上
自
衛

官
の
方
々
を
始
め
と
し
た
拠

点
勤
務
者
が
安
心
し
て
勤
務

で
き
る
よ
う
に
、
隙
の
な
い

警
備
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

帰
国
ま
で
油
断
せ
ず
、
健

康
管
理
に
留
意
し
、
日
本
国

自
衛
隊
の
一
員
と
し
て
の
誇

り
と
、
送
り
出
し
て
く
れ
た

橘
連
隊
（
第
34
通
科
連
隊
）

及
び
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
引
き
続
き
頑

張
り
ま
す
。

第
５
次
隊

司
令
部

３
等
陸
佐

髙
根

久
恵

（
１
師
団
司
令
部
法
務
幹
部
）

私
は
、
法
務
幕
僚
と
し
て

派
遣
さ
れ
、
ジ
ブ
チ
の
日
本

隊
自
衛
隊
活
動
拠
点
に
お
い

て
指
揮
官
に
対
す
る
法
的
な

補
佐
や
部
隊
の
任
務
遂
行
の

た
め
の
法
務
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

海
賊
対
処
に
は
こ
れ
ま
で

に
約
30
か
国
が
参
加
し
て
お

り
、
業
務
調
整
時
は
、
日
本

語
・
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・

ソ
マ
リ
語
等
が
飛
び
交
う
の

も
こ
の
勤
務
の
特
徴
で
す
が
、

お
互
い
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
、

文
化
及
び
伝
統
を
理
解
・
尊

重
し
合
い
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。

今
回
の
派
遣
に
あ
た
っ
て

は
、
私
の
派
遣
期
間
中
に
５

歳
に
な
る
双
子
の
子
供
達
の

面
倒
を
み
て
く
れ
て
い
る
自

衛
官
で
あ
る
夫
や
、
保
育
園

の
急
な
お
迎
え
等
に
対
応
し

て
く
れ
て
い
る
夫
の
両
親
が

派
遣
準
備
間
か
ら
協
力
し
て

く
れ
て
、
私
の
事
を
後
押
し

し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
任
務
を
完
遂
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

驚
愕
す
る
被
害
の
中
、
入

浴
に
来
ら
れ
る
被
災
者
の
方
々

は
、
そ
の
よ
う
な
事
を
感
じ

さ
せ
な
い
程
、
明
る
さ
と
笑

顔
が
あ
り
私
は
な
ぜ
な
の
か

分
か
ら
ず
に
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、
被
災
者
の
方
か
ら

「
こ
こ
の
お
風
呂
に
入
り
に

来
る
と
温
か
く
出
迎
え
て
く

れ
る
人
が
い
て
と
て
も
賑
や

か
で
私
達
に
と
っ
て
癒
し
の

場
所
だ
よ
。
」
「
自
衛
隊
の

方
達
が
何
よ
り
心
強
く
て
、

優
し
い
の
で
安
心
し
ま
す
。
」

等
の
沢
山
の
言
葉
や
手
紙
を

頂
い
て
、
よ
う
や
く
理
解
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
が

後
藤
春
音
ち
ゃ
ん
と
い
う
女

の
子
か
ら
の
手
紙
で
し
た
。

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
書
か

れ
た
手
紙
に
は
、
私
た
ち
に

対
し
て
の

感
謝
の
気

持
ち
や
体

調
を
気
遣

う
内
容
、

可
愛
ら
し

い
絵
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

春
音
ち
ゃ
ん
自
身
も
被
災
し

て
辛
い
経
験
を
し
て
い
る
の

に
と
思
う
と
涙
が
こ
み
あ
げ

て
き
ま
し
た
。
活
動
は
、
苦

し
い
、
辛
い
瞬
間
も
あ
り
ま

す
が
、
感
謝
の
言
葉
や
手
紙

は
、
私
の
励
み
と
な
り
よ
り

強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
支
援

に
あ
た
る
事
が
出
来
た
と
思

い
ま
す
。

今
回
、
私
は
自
衛
官
で
あ

る
事
に
誇
り
を
感
じ
る
と
と

も
に
自
衛
官
で
良
か
っ
た
な

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

東
京
地
本
は
、
平
成
28
年

５
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の

間
、
７
月
１
日
付
で
除
籍
予

定
の
掃
海
艦
「
つ
し
ま
」

（
艦
長

増
澤
寛
治
２
等
海

佐
）
に
よ
る
艦
艇
広
報
を
実

施
し
ま
し
た
。

13
日
は
、
横
須
賀
か
ら
晴

海
埠
頭
へ
の
回
航
を
活
用
し

て
体
験
航
海
を
実
施
し
、
透

き
と
お
る
快
晴
の
中
、
69
名

が
東
京
湾
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

を
満
喫
し
ま
し
た
。

14
・
15
日
は
、
東
京
港
晴

海
埠
頭
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
「
東
京
み
な
と
祭
」
に
参

加
し
、
装
備
品
展
示
、
広
報

ブ
ー
ス
の
設
置
及
び
艦
艇
の

一
般
公
開
を
実
施
し
ま
し
た
。

東
京
み
な
と
祭
は
、
東
京

港
が
国
際
貿
易
港
と
し
て
開

港
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
両
日

合
わ
せ
て
約
８
万
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

装
備
品
展
示
で
は
、
第
１

師
団
の
支
援
を
受
け
指
揮
通

信
車
、
軽
装
甲
機
動
車
、
偵

察
警
戒
車
等
を
展
示
し
ま
し

た
。
特
に
、
偵
察
警
戒
車
砲

塔
部
分
の
旋
回
は
、
来
場
者

の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
自
衛

隊
の
広
報
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、

南
極
の
氷
の
展
示
、
防
弾
チ
ョ
ッ

キ
・
制
服
等
の
試
着
、
関
東
・

東
北
豪
雨
等
の
活
動
写
真
パ

ネ
ル
の
展
示
を
実
施
し
ま
し

た
。

写
真
を
見
た
来
場
者

か
ら
は
「
様
々
な
災
害
活
動

等
で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る

自
衛
隊
に
は
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

艦
艇
の
一
般
公
開
に
は
、

両
日
と
も
長
蛇
の
列
が
で
き
、

延
べ
４
，
１
０
７
人
が
乗
艦

し
ま
し
た
。
長
時
間
並
ぶ
来

場
者
に
対
し
て
、
「
つ
し
ま
」

の
隊
員
に
よ
る
、
ら
っ
ぱ
吹

奏
や
手
旗
信
号
が
披
露
さ
れ
、

来
場
者
の
疲
れ
を
癒
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
１
日
艦

長
と
し
て
、
14
日
は
声
優
等

で
幅
広
く
活
躍
中
の
杜
野
ま

こ
さ
ん
、
15
日
は
ド
ラ
マ
・

Ｃ
Ｍ
等
で
幅
広
く
活
動
中
の

濱
田
准
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
任

命
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

一
般
公
開
終
了
後
、
掃
海

艦
「
つ
し
ま
」
が
出
港
す
る

際
に
は
、
岸
壁
一
杯
に
来
場

者
が
集
ま
り
、
最
後
の
航
海

と
な
る
「
つ
し
ま
」
を
盛
大

に
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

東
京
地
本
は
、
今
後
も
自

衛
隊
を
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
魅
力
あ
る
広
報
活
動
を

実
施
し
て
い
く
所
存
で
す
の

で
、
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
東
京
地
方
協
力
本
部
）

第
５
次
隊

警
衛
隊

３
等
陸
曹

岩
阪

勇
樹

（
34
普
通
科
連
隊
第
２
中
隊
）

海
賊
対
処
行
動
の
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と
し

て
海
上
自
衛
官
が
参
加
し
て

い
る
派
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海
賊
対
処
行
動
航

空
隊
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固
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翼
哨
戒
機
Ｐ
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Ｃ
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ア
デ
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湾
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る

数
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く
の
一
般
船
舶
を
慎
重

に
識
別
す
る
と
い
う
隙
の
な

い
哨
戒
任
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
自
分
自
身
も
、

監
視
飛
行
を
行
う
海
上
自
衛

官
の
方
々
を
始
め
と
し
た
拠

点
勤
務
者
が
安
心
し
て
勤
務

で
き
る
よ
う
に
、
隙
の
な
い

警
備
を
心
掛
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て
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ま
す
。

帰
国
ま
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油
断
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ず
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健
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管
理
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し
、
日
本
国

自
衛
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一
員
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誇
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送
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34
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隊
）

及
び
家
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感
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の
気
持

ち
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続
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頑

張
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。
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司
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３
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恵
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団
司
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部
法
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幹
部
）

私
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、
法
務
幕
僚
と
し
て

派
遣
さ
れ
、
ジ
ブ
チ
の
日
本

隊
自
衛
隊
活
動
拠
点
に
お
い

て
指
揮
官
に
対
す
る
法
的
な

補
佐
や
部
隊
の
任
務
遂
行
の

た
め
の
法
務
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

海
賊
対
処
に
は
こ
れ
ま
で

に
約
30
か
国
が
参
加
し
て
お

り
、
業
務
調
整
時
は
、
日
本

語
・
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・

ソ
マ
リ
語
等
が
飛
び
交
う
の

も
こ
の
勤
務
の
特
徴
で
す
が
、

お
互
い
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
、

文
化
及
び
伝
統
を
理
解
・
尊

重
し
合
い
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。

今
回
の
派
遣
に
あ
た
っ
て

は
、
私
の
派
遣
期
間
中
に
５

歳
に
な
る
双
子
の
子
供
達
の

面
倒
を
み
て
く
れ
て
い
る
自

衛
官
で
あ
る
夫
や
、
保
育
園

の
急
な
お
迎
え
等
に
対
応
し

て
く
れ
て
い
る
夫
の
両
親
が

派
遣
準
備
間
か
ら
協
力
し
て

く
れ
て
、
私
の
事
を
後
押
し

し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
任
務
を
完
遂
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

驚
愕
す
る
被
害
の
中
、
入

浴
に
来
ら
れ
る
被
災
者
の
方
々

は
、
そ
の
よ
う
な
事
を
感
じ

さ
せ
な
い
程
、
明
る
さ
と
笑

顔
が
あ
り
私
は
な
ぜ
な
の
か

分
か
ら
ず
に
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、
被
災
者
の
方
か
ら

「
こ
こ
の
お
風
呂
に
入
り
に

来
る
と
温
か
く
出
迎
え
て
く

れ
る
人
が
い
て
と
て
も
賑
や

か
で
私
達
に
と
っ
て
癒
し
の

場
所
だ
よ
。
」
「
自
衛
隊
の

方
達
が
何
よ
り
心
強
く
て
、

優
し
い
の
で
安
心
し
ま
す
。
」

等
の
沢
山
の
言
葉
や
手
紙
を

頂
い
て
、
よ
う
や
く
理
解
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
が

後
藤
春
音
ち
ゃ
ん
と
い
う
女

の
子
か
ら
の
手
紙
で
し
た
。

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
書
か

れ
た
手
紙
に
は
、
私
た
ち
に

対
し
て
の

感
謝
の
気

持
ち
や
体

調
を
気
遣

う
内
容
、

可
愛
ら
し

い
絵
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

春
音
ち
ゃ
ん
自
身
も
被
災
し

て
辛
い
経
験
を
し
て
い
る
の

に
と
思
う
と
涙
が
こ
み
あ
げ

て
き
ま
し
た
。
活
動
は
、
苦

し
い
、
辛
い
瞬
間
も
あ
り
ま

す
が
、
感
謝
の
言
葉
や
手
紙

は
、
私
の
励
み
と
な
り
よ
り

強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
支
援

に
あ
た
る
事
が
出
来
た
と
思

い
ま
す
。

今
回
、
私
は
自
衛
官
で
あ

る
事
に
誇
り
を
感
じ
る
と
と

も
に
自
衛
官
で
良
か
っ
た
な

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

東
京
地
本
は
、
平
成
28
年

５
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の

間
、
７
月
１
日
付
で
除
籍
予

定
の
掃
海
艦
「
つ
し
ま
」

（
艦
長

増
澤
寛
治
２
等
海

佐
）
に
よ
る
艦
艇
広
報
を
実

施
し
ま
し
た
。

13
日
は
、
横
須
賀
か
ら
晴

海
埠
頭
へ
の
回
航
を
活
用
し

て
体
験
航
海
を
実
施
し
、
透

き
と
お
る
快
晴
の
中
、
69
名

が
東
京
湾
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

を
満
喫
し
ま
し
た
。

14
・
15
日
は
、
東
京
港
晴

海
埠
頭
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
「
東
京
み
な
と
祭
」
に
参

加
し
、
装
備
品
展
示
、
広
報

ブ
ー
ス
の
設
置
及
び
艦
艇
の

一
般
公
開
を
実
施
し
ま
し
た
。

東
京
み
な
と
祭
は
、
東
京

港
が
国
際
貿
易
港
と
し
て
開

港
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
両
日

合
わ
せ
て
約
８
万
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

装
備
品
展
示
で
は
、
第
１

師
団
の
支
援
を
受
け
指
揮
通

信
車
、
軽
装
甲
機
動
車
、
偵

察
警
戒
車
等
を
展
示
し
ま
し

た
。
特
に
、
偵
察
警
戒
車
砲

塔
部
分
の
旋
回
は
、
来
場
者

の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
自
衛

隊
の
広
報
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、

南
極
の
氷
の
展
示
、
防
弾
チ
ョ
ッ

キ
・
制
服
等
の
試
着
、
関
東
・

東
北
豪
雨
等
の
活
動
写
真
パ

ネ
ル
の
展
示
を
実
施
し
ま
し

た
。

写
真
を
見
た
来
場
者

か
ら
は
「
様
々
な
災
害
活
動

等
で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る

自
衛
隊
に
は
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

艦
艇
の
一
般
公
開
に
は
、

両
日
と
も
長
蛇
の
列
が
で
き
、

延
べ
４
，
１
０
７
人
が
乗
艦

し
ま
し
た
。
長
時
間
並
ぶ
来

場
者
に
対
し
て
、
「
つ
し
ま
」

の
隊
員
に
よ
る
、
ら
っ
ぱ
吹

奏
や
手
旗
信
号
が
披
露
さ
れ
、

来
場
者
の
疲
れ
を
癒
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
１
日
艦

長
と
し
て
、
14
日
は
声
優
等

で
幅
広
く
活
躍
中
の
杜
野
ま

こ
さ
ん
、
15
日
は
ド
ラ
マ
・

Ｃ
Ｍ
等
で
幅
広
く
活
動
中
の

濱
田
准
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
任

命
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

一
般
公
開
終
了
後
、
掃
海

艦
「
つ
し
ま
」
が
出
港
す
る

際
に
は
、
岸
壁
一
杯
に
来
場

者
が
集
ま
り
、
最
後
の
航
海

と
な
る
「
つ
し
ま
」
を
盛
大

に
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

東
京
地
本
は
、
今
後
も
自

衛
隊
を
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
魅
力
あ
る
広
報
活
動
を

実
施
し
て
い
く
所
存
で
す
の

で
、
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

（
東
京
地
方
協
力
本
部
）

（２） 東京都防衛協会会報（創刊号） 平成２８年７月１日（２） 東京都防衛協会会報（創刊号） 平成２８年７月１日

朝
霞
駐
屯
地
は
、
都
心
か

ら
約
20
㎞
の
位
置
に
あ
り
、

駐
屯
地
総
敷
地
面
積
約
90
万

㎡
（
周
囲
約
４
Km
）
で
隣
接

し
た
訓
練
場
約
70
万
㎡
を
有

し
て
い
ま
す
。
１
都
10
県
の

防
衛
の
中
枢
及
び
災
害
等
の

支
援
拠
点
駐
屯
地
と
し
て
、

東
部
方
面
総
監
部
を
は
じ
め
、

自
衛
隊
体
育
学
校
や
陸
上
自

衛
隊
研
究
本
部
、
女
性
自
衛

官
教
育
隊
な
ど
多
種
多
様
な

26
個
部
隊
・
機
関
が
駐
屯
し

て
い
ま
す
。
更
に
、
駐
屯
地

に
隣
接
し
て
所
在
す
る
陸
上

自
衛
隊
広
報
セ
ン
タ
ー
は
、

陸
上
自
衛
隊
と
し
て
最
大
規

模
の
広
報
施
設
で
資
料
や
主

要
装
備
品
等
の
展
示
を
土
日

等
を
含
め
常
続
的
に
実
施
し

て
お
り
、
陸
上
自
衛
隊
の
広

報
活
動
の
中
核
と
な
っ
て
い

ま
す
。

朝
霞
駐
屯
地
の
所
在
す
る

地
域
は
、
昭
和
16
年
、
そ
れ

ま
で
朝
霞
ゴ
ル
フ
場
で
あ
っ

た
土
地
に
、
陸
軍
予
科
士
官

学
校
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
16
年
10
月
、
市
ヶ
谷
か

ら
移
転
し
昭
和
20
年
に
終
戦

を
迎
え
る
ま
で
約
１
万
９
千

名
の
生
徒
が
こ
の
地
で
学
ん

で
い
ま
し
た
。
こ
の
陸
軍
予

科
士
官
学
校
に
ま
つ
わ
る
数
々

の
展
示
品
や
ゆ
か
り
の
あ
る

旧
軍
関
係
の
資
料
な
ど
は
、

広
報
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る

振
武
台
記
念
館
で
展
示
し
て

い
ま
す
。
終
戦
直
後
の
９
月

に
米
軍
第
１
騎
兵
師
団
が
進

駐
し
キ
ャ
ン
プ
ド
レ
イ
ク
と

な
り
ま
し
た
。

昭
和
35
年
３
月
に
第
１
建

設
群
が
豊
川
か
ら
、
第
１
２

４
特
科
大
隊
が
下
志
津
か
ら
、

輸
送
学
校
が
立
川
か
ら
、
そ

し
て
練
馬
で
新
編
さ
れ
た
駐

屯
地
業
務
隊
等
が
移
駐
し
朝

霞
駐
屯
地
が
誕
生
し
ま
し
た
。

以
降
、
各
部
隊
等
の
移
転
、

新
編
に
よ
り
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
平
成
６
年
に
は
、

東
部
方
面
総
監
部
等
が
市
ヶ

谷
か
ら
移
駐
し
て
い
ま
す
。

朝
霞
駐
屯
地
と
い
え
ば

「
自
衛
隊
記
念
日
観
閲
式
」

の
実
施
会
場
で
す
。
第
23
回

に
あ
た
る
昭
和
48
年
か
ら
朝

霞
訓
練
場
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
、
３
年
に
一

度
の
観
閲
式
の
実
施
年
度
で

す
。
ま
た
、
１
９
６
４
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
朝

霞
訓
練
場
が
射
撃
競
技
の
会

場
と
な
り
ま
し
た
。
来
た
る

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
も
射
撃
会
場
と
な

る
予
定
で
す
。

駐
屯
地
は
、
東
京
都
練
馬

区
と
埼
玉
県
朝
霞
市
、
和
光

市
、
新
座
市
の
４
つ
の
行
政

区
間
に
分
か
れ
て
お
り
、
駐

屯
地
名
は
「
朝
霞
」
で
す
が
、

住
所
は
「
東
京
都
練
馬
区
大

泉
学
園
町
」
で
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
東
京
都

内
の
駐
屯
地
の
一
つ
と
し
て

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
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害
派
遣
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東
京
都
防
衛
協
会
の
創
立

50
周
年
と
東
京
都
防
衛
協
会

会
報
の
発
刊
を
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

自
衛
隊
は
１
９
５
０
年
の

警
察
予
備
隊
発
足
か
ら
66
年

の
年
月
が
経
ち
ま
し
た
。

当
初
は
大
変
な
ご
苦
労
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
在
の
自
衛
隊
に
対

す
る
国
民
の
好
感
度
は
92
・

2
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

災
害
派
遣
で
の
活
躍
に
多
く

の
国
民
が
感
謝
し
た
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
本
来
の
任
務
は
国

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
国

土
防
衛
で
す
。
日
夜
訓
練
し

有
事
へ
の
万
全
な
備
え
を
し

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

そ
の
法
整
備
は
誠
に
不
十
分

で
、
自
衛
官
は
両
腕
を
縛
ら

れ
た
状
態
で
任
務
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
国
内
に
い
る
反

日
勢
力
に
政
府
も
遠
慮
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
は
国
軍
に
な
り
、
そ

の
呪
縛
か
ら
解
き
放
さ
れ
、

よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で

き
る
体
制
に
し
、
更
に
は
自

衛
官
が
誇
り
を
持
っ
て
行
動

で
き
る
、
そ
ん
な
活
動
を
我
々

は
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

会
長

川
元
賢
一
郎

東
京
都
防
衛
協
会
会
報
の

創
刊
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

國
の
平
和
と
安
全
を
護
る

崇
高
な
任
務
と
、
国
際
平
和

貢
献
、
多
発
す
る
自
然
災
害

等
に
出
動
し
、
身
を
挺
し
て

活
躍
す
る
自
衛
隊
に
、
心
か

ら
信
頼
と
感
謝
の
念
を
捧
げ

ま
す
。

当
会
は
昭
和
39
年
の
創
立

で
す
が
、
こ
の
間
、
平
成
２

年
に
当
地
出
身
の
故
石
川
要

三
代
議
士
が
防
衛
庁
長
官
に

就
任
。
当
時
は
会
員
数
も
現

在
の
約
３
倍
を
擁
し
素
晴
ら

し
い
運
営
が
な
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
高
齢
化
社
会
の

到
来
と
共
に
会
員
の
減
少
が

進
み
現
在
は
約
千
名
で
、
会

員
拡
充
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
は
創
立
50
周
年

記
念
式
典
を
挙
行
、
記
念
誌

の
発
刊
、
海
上
自
衛
隊
東
京

音
楽
隊
の
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
」
等
を
開
催
し
、
市

民
に
防
衛
協
会
の
存
在
を
周

知
出
来
た
こ
と
は
欣
快
の
至

り
で
す
。

こ
の
度
東
京
と
い
う
身
近

な
視
点
の
下
で
編
纂
さ
れ
る

会
報
が
、
自
衛
隊
を
正
し
く

理
解
し
協
力
を
強
め
る
絆
と

な
る
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

会
長

伊
東
庸
行

我
が
国
を
と
り
ま
く
安
全

保
障
環
境
が
劇
的
に
変
化
す

る
今
日
、
狛
江
市
に
防
衛
協

会
を
再
び
作
ろ
う
と
、
市
内

在
住
の
元
狛
江
市
防
衛
協
会

会
員
、
現
東
京
都
防
衛
協
会

会
員
の
皆
様
か
ら
声
が
上
が

り
、
東
京
都
防
衛
協
会
よ
り

ご
助
言
・
ご
協
力
を
賜
り
、

平
成
27
年
９
月
５
日
の
設
立

総
会
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

立
ち
上
げ
は
50
名
程
度
の

会
員
数
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
、
現
在
は
60
を
超
え
る

法
人
会
員
・
個
人
会
員
に
ご

賛
同
を
頂
き
、
平
成
28
年
４

月
２
日
「
平
成
28
年
総
会
」

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

総
会
後
は
元
自
衛
隊
富
士

学
校
長
・
石
飛
勇
次
様
に
ご

講
演
を
賜
り
、
我
々
が
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
、
そ
の
こ
と
を
正
し
く
隣

人
に
伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
痛
感
い
た
し
ま

し
た
。

ま
た
、
「
海
上
自
衛
隊
横

須
賀
総
監
部
見
学
研
修
会
」

の
開
催
、
「
海
上
自
衛
隊
練

習
艦
隊
体
験
航
海
」
へ
の
参

加
等
様
々
な
活
動
を
通
し
て

会
員
の
交
流
、
自
衛
隊
の
日

頃
の
訓
練
等
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
東
京
都
防
衛

協
会
と
連
携
し
、
防
衛
意
識

の
普
及
高
揚
を
図
リ
、
防
衛

意
識
の
育
成
強
化
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
を
支

援
・
協
力
し
て
参
り
ま
す
。

会
長

栗
山
欽
行

立
川
市
は
、
昭
和
15
年
に

立
川
町
か
ら
立
川
市
に
市
制

が
施
行
さ
れ
、
面
積
25
平
方

km
に
対
し
人
口
18
万
人
が
住

む
人
口
密
度
が
高
い
街
と
な
っ

て
い
る
。
市
内
中
央
部
に
陸

上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地
、
東

側
に
は
東
立
川
駐
屯
地
、
西

側
に
は
航
空
自
衛
隊
横
田
基

地
と
狭
い
市
内
に
三
つ
の
基

地
が
存
在
し
た
自
衛
隊
基
地

の
街
で
あ
る
。

立
川
の
歴
史
を
た
ど
る
と

立
川
駐
屯
地
は
、
大
正
11
年

に
立
川
飛
行
場
が
開
設
さ
れ

陸
軍
飛
行
第
5
大
隊
が
移
設

さ
れ
た
。
戦
後
、
米
空
軍
が

駐
留
し
基
地
の
街
と
し
て
歩

ん
で
き
た
。

そ
の
後
、
昭
和

47
年
に
日
米
共
同
使
用
と
な

り
、
東
部
方
面
航
空
隊
の
移

駐
を
経
て
昭
和
52
年
に
全
面

返
還
さ
れ
、
立
川
駐
屯
地
、

南
関
東
防
災
基
地
、
国
営
昭

和
記
念
公
園
に
分
割
さ
れ
、

現
在
の
よ
う
に
変
貌
を
遂
げ

て
き
た
。
市
民
の
間
に
は
、

こ
の
頃
よ
り
自
衛
隊
を
応
援

す
る
4
つ
の
団
体
（
立
川
防

衛
協
会
、
自
衛
隊
後
援
会
、

青
年
自
衛
隊
協
力
会
、
自
衛

隊
協
力
会
）
が
発
足
し
、
そ

の
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
後
、
多
く
の

市
民
の
要
望
に
よ
り
4
団
体

を
統
合
し
昭
和
56
年
4
月
、

立
川
市
防
衛
協
会
と
し
て
初

代
故
高
嶋
幸
一
氏
が
会
長
に

就
任
し
、
2
代
目
故
若
松
貞

一
氏
、
3
代
目
故
草
野
忠
正

氏
、
4
代
目
鳴
島
勇
一
会
長

と
引
継
が
れ
、
先
人
達
の
努

力
が
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

統
合
創
立
以
来
35
年
、
東

京
都
防
衛
協
会
と
当
協
会
は
、

市
民
の
防
衛
意
識
の
普
及
高

揚
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
防

衛
基
盤
の
育
成
強
化
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
へ

の
支
援
協
力
を
通
じ
て
わ
が

国
の
平
和
と
安
全
・
繁
栄
に

貢
献
す
べ
く
努
め
て
参
り
ま

し
た
。
お
陰
様
で
市
民
の
防

衛
意
識
も
高
ま
り
、
組
織
も

本
部
、
各
支
部
、
女
性
部
、

青
年
部
と
年
々
拡
充
し
つ
つ

自
衛
隊
協
力
団
体
と
し
て
発

展
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
自
衛
隊
基
地

の
街
と
し
て
近
隣
防
衛
協
会

と
絆
を
さ
ら
に
深
め
る
と
と

も
に
、
協
会
の
活
性
化
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

会
長

滝
島
秋
生

こ
の
度
、
日
野
市
防
衛
協

会
会
長
に
就
任
致
し
ま
し
が
、

ま
さ
か
の
一
念
で
ご
ざ
い
ま

す
。副

会
長
の
皆
様
方
の
訪
問

を
受
け
、
役
職
の
申
し
出
が

御
座
い
ま
し
た
が
私
の
多
職

の
折
か
ら
と
、
お
断
り
の
意

を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
役
員
及
び
会
員
の
皆

様
方
の
協
力
の
元
で
の
了
承

を
と
の
事
で
お
受
け
す
る
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。

受
諾
し
た
以
上
は
、
役
職

に
専
念
す
る
と
と
も
に
、
防

衛
に
関
す
る
知
識
の
向
上
や

関
係
団
体
へ
の
協
力
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
東
日
本
大
震

災
や
熊
本
地
震
な
ど
を
契
機

に
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
・
日

米
共
同
に
対
す
る
信
頼
が
高

ま
り
、
自
衛
隊
を
容
認
す
る

意
識
の
高
揚
が
み
ら
れ
て
い

る
な
か
、
日
野
市
防
衛
協
会

の
会
勢
の
拡
大
の
た
め
役
職

員
は
勿
論
、
一
般
会
員
の
力

も
借
り
て
会
員
増
強
も
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
通
年
の
活

動
は
、
女
性
部
・
青
年
部
と

と
も
に
例
年
同
様
進
め
て
ま

い
り
ま
す
が
来
年
度
は
、
創

立
五
十
周
年
に
あ
た
る
節
目

の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

会
員
と
と
も
に
素
晴
ら
し

い
記
念
事
業
を
迎
え
る
為
に
、

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
申
し
上

げ
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。会

長

土
方
尚
功

わ
が
国
の
平
和
と
自
由
・

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

先
祖
よ
り
受
け
継
い
だ
美
し

い
祖
国
日
本
を
次
の
世
代
に

伝
え
残
す
た
め
に
は
、
自
衛

隊
の
精
強
を
図
り
防
衛
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
が
肝
要
で

す
が
、
何
よ
り
も
重
要
な
こ

と
は
、
国
民
・
市
民
の
愛
国

心
が
高
揚
さ
れ
、
国
を
守
る

気
概
が
振
起
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
り
は
じ
め
て
自
衛
隊
に
対

す
る
理
解
認
識
も
深
ま
り
、

物
心
両
面
に
わ
た
り
温
か
な

支
援
が
で
き
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

武
蔵
野
市
防
衛
協
会
は
、

防
衛
意
識
の
普
及
高
揚
・
自

衛
隊
の
理
解
と
健
全
な
る
発

展
に
寄
与
す
る
運
動
、
併
せ

て
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に

関
す
る
動
き
が
活
発
に
展
開

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

武
蔵
野
市
防
衛
協
会
は
、

平
成
14
年
10
月
に
創
設
し
ま

し
た
。
平
成
20
年
10
月
に
は

青
年
部
、
平
成
23
年
2
月
に

は
女
性
部
が
発
足
し
ま
し
た
。

平
和
と
安
全
を
守
る
た
め

に
、
自
衛
隊
の
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
、
そ
し
て
私
た
ち

の
で
き
る
こ
と
は
何
か
？
み

ん
な
で
考
え
日
本
の
国
防
・

安
全
・
安
心
へ
の
学
び
を
推

進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
東
京
地
方
協
力
本
部

西
東
京
地
域
事
務
所
管
内
四

市
（
西
東
京
・
小
金
井
・
三

鷹
・
武
蔵
野
）
の
防
衛
関
係

団
体
（
防
衛
協
会
・
隊
友
会
・

自
衛
隊
父
兄
会
・
自
衛
官
募

集
相
談
員
会
）
の
交
流
を
図

る
べ
く
新
年
賀
詞
交
歓
会
を

平
成
19
年
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
本
年
は
10
年
を
迎
え
、

去
る
2
月
14
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
行
事
は
四
市
の
防
衛

協
会
が
輪
番
制
で
幹
事
を
司

り
、
本
年
は
武
蔵
野
市
防
衛

協
会
が
幹
事
を
務
め
ま
し
た
。

事
務
局
長

森
田
晴
雄

東
京
都
防
衛
協
会
の
創
立

50
周
年
と
東
京
都
防
衛
協
会

会
報
の
発
刊
を
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

自
衛
隊
は
１
９
５
０
年
の

警
察
予
備
隊
発
足
か
ら
66
年

の
年
月
が
経
ち
ま
し
た
。

当
初
は
大
変
な
ご
苦
労
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
在
の
自
衛
隊
に
対

す
る
国
民
の
好
感
度
は
92
・

2
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

災
害
派
遣
で
の
活
躍
に
多
く

の
国
民
が
感
謝
し
た
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
本
来
の
任
務
は
国

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
国

土
防
衛
で
す
。
日
夜
訓
練
し

有
事
へ
の
万
全
な
備
え
を
し

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

そ
の
法
整
備
は
誠
に
不
十
分

で
、
自
衛
官
は
両
腕
を
縛
ら

れ
た
状
態
で
任
務
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
国
内
に
い
る
反

日
勢
力
に
政
府
も
遠
慮
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
は
国
軍
に
な
り
、
そ

の
呪
縛
か
ら
解
き
放
さ
れ
、

よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で

き
る
体
制
に
し
、
更
に
は
自

衛
官
が
誇
り
を
持
っ
て
行
動

で
き
る
、
そ
ん
な
活
動
を
我
々

は
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

会
長

川
元
賢
一
郎

東
京
都
防
衛
協
会
会
報
の

創
刊
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

國
の
平
和
と
安
全
を
護
る

崇
高
な
任
務
と
、
国
際
平
和

貢
献
、
多
発
す
る
自
然
災
害

等
に
出
動
し
、
身
を
挺
し
て

活
躍
す
る
自
衛
隊
に
、
心
か

ら
信
頼
と
感
謝
の
念
を
捧
げ

ま
す
。

当
会
は
昭
和
39
年
の
創
立

で
す
が
、
こ
の
間
、
平
成
２

年
に
当
地
出
身
の
故
石
川
要

三
代
議
士
が
防
衛
庁
長
官
に

就
任
。
当
時
は
会
員
数
も
現

在
の
約
３
倍
を
擁
し
素
晴
ら

し
い
運
営
が
な
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
高
齢
化
社
会
の

到
来
と
共
に
会
員
の
減
少
が

進
み
現
在
は
約
千
名
で
、
会

員
拡
充
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
は
創
立
50
周
年

記
念
式
典
を
挙
行
、
記
念
誌

の
発
刊
、
海
上
自
衛
隊
東
京

音
楽
隊
の
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
」
等
を
開
催
し
、
市

民
に
防
衛
協
会
の
存
在
を
周

知
出
来
た
こ
と
は
欣
快
の
至

り
で
す
。

こ
の
度
東
京
と
い
う
身
近

な
視
点
の
下
で
編
纂
さ
れ
る

会
報
が
、
自
衛
隊
を
正
し
く

理
解
し
協
力
を
強
め
る
絆
と

な
る
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

会
長

伊
東
庸
行

我
が
国
を
と
り
ま
く
安
全

保
障
環
境
が
劇
的
に
変
化
す

る
今
日
、
狛
江
市
に
防
衛
協

会
を
再
び
作
ろ
う
と
、
市
内

在
住
の
元
狛
江
市
防
衛
協
会

会
員
、
現
東
京
都
防
衛
協
会

会
員
の
皆
様
か
ら
声
が
上
が

り
、
東
京
都
防
衛
協
会
よ
り

ご
助
言
・
ご
協
力
を
賜
り
、

平
成
27
年
９
月
５
日
の
設
立

総
会
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

立
ち
上
げ
は
50
名
程
度
の

会
員
数
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
、
現
在
は
60
を
超
え
る

法
人
会
員
・
個
人
会
員
に
ご

賛
同
を
頂
き
、
平
成
28
年
４

月
２
日
「
平
成
28
年
総
会
」

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

総
会
後
は
元
自
衛
隊
富
士

学
校
長
・
石
飛
勇
次
様
に
ご

講
演
を
賜
り
、
我
々
が
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
、
そ
の
こ
と
を
正
し
く
隣

人
に
伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
痛
感
い
た
し
ま

し
た
。

ま
た
、
「
海
上
自
衛
隊
横

須
賀
総
監
部
見
学
研
修
会
」

の
開
催
、
「
海
上
自
衛
隊
練

習
艦
隊
体
験
航
海
」
へ
の
参

加
等
様
々
な
活
動
を
通
し
て

会
員
の
交
流
、
自
衛
隊
の
日

頃
の
訓
練
等
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
東
京
都
防
衛

協
会
と
連
携
し
、
防
衛
意
識

の
普
及
高
揚
を
図
リ
、
防
衛

意
識
の
育
成
強
化
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
を
支

援
・
協
力
し
て
参
り
ま
す
。

会
長

栗
山
欽
行

立
川
市
は
、
昭
和
15
年
に

立
川
町
か
ら
立
川
市
に
市
制

が
施
行
さ
れ
、
面
積
25
平
方

km
に
対
し
人
口
18
万
人
が
住

む
人
口
密
度
が
高
い
街
と
な
っ

て
い
る
。
市
内
中
央
部
に
陸

上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地
、
東

側
に
は
東
立
川
駐
屯
地
、
西

側
に
は
航
空
自
衛
隊
横
田
基

地
と
狭
い
市
内
に
三
つ
の
基

地
が
存
在
し
た
自
衛
隊
基
地

の
街
で
あ
る
。

立
川
の
歴
史
を
た
ど
る
と

立
川
駐
屯
地
は
、
大
正
11
年

に
立
川
飛
行
場
が
開
設
さ
れ

陸
軍
飛
行
第
5
大
隊
が
移
設

さ
れ
た
。
戦
後
、
米
空
軍
が

駐
留
し
基
地
の
街
と
し
て
歩

ん
で
き
た
。

そ
の
後
、
昭
和

47
年
に
日
米
共
同
使
用
と
な

り
、
東
部
方
面
航
空
隊
の
移

駐
を
経
て
昭
和
52
年
に
全
面

返
還
さ
れ
、
立
川
駐
屯
地
、

南
関
東
防
災
基
地
、
国
営
昭

和
記
念
公
園
に
分
割
さ
れ
、

現
在
の
よ
う
に
変
貌
を
遂
げ

て
き
た
。
市
民
の
間
に
は
、

こ
の
頃
よ
り
自
衛
隊
を
応
援

す
る
4
つ
の
団
体
（
立
川
防

衛
協
会
、
自
衛
隊
後
援
会
、

青
年
自
衛
隊
協
力
会
、
自
衛

隊
協
力
会
）
が
発
足
し
、
そ

の
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
後
、
多
く
の

市
民
の
要
望
に
よ
り
4
団
体

を
統
合
し
昭
和
56
年
4
月
、

立
川
市
防
衛
協
会
と
し
て
初

代
故
高
嶋
幸
一
氏
が
会
長
に

就
任
し
、
2
代
目
故
若
松
貞

一
氏
、
3
代
目
故
草
野
忠
正

氏
、
4
代
目
鳴
島
勇
一
会
長

と
引
継
が
れ
、
先
人
達
の
努

力
が
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

統
合
創
立
以
来
35
年
、
東

京
都
防
衛
協
会
と
当
協
会
は
、

市
民
の
防
衛
意
識
の
普
及
高

揚
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
防

衛
基
盤
の
育
成
強
化
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
へ

の
支
援
協
力
を
通
じ
て
わ
が

国
の
平
和
と
安
全
・
繁
栄
に

貢
献
す
べ
く
努
め
て
参
り
ま

し
た
。
お
陰
様
で
市
民
の
防

衛
意
識
も
高
ま
り
、
組
織
も

本
部
、
各
支
部
、
女
性
部
、

青
年
部
と
年
々
拡
充
し
つ
つ

自
衛
隊
協
力
団
体
と
し
て
発

展
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
自
衛
隊
基
地

の
街
と
し
て
近
隣
防
衛
協
会

と
絆
を
さ
ら
に
深
め
る
と
と

も
に
、
協
会
の
活
性
化
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

会
長

滝
島
秋
生

こ
の
度
、
日
野
市
防
衛
協

会
会
長
に
就
任
致
し
ま
し
が
、

ま
さ
か
の
一
念
で
ご
ざ
い
ま

す
。副

会
長
の
皆
様
方
の
訪
問

を
受
け
、
役
職
の
申
し
出
が

御
座
い
ま
し
た
が
私
の
多
職

の
折
か
ら
と
、
お
断
り
の
意

を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
役
員
及
び
会
員
の
皆

様
方
の
協
力
の
元
で
の
了
承

を
と
の
事
で
お
受
け
す
る
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。

受
諾
し
た
以
上
は
、
役
職

に
専
念
す
る
と
と
も
に
、
防

衛
に
関
す
る
知
識
の
向
上
や

関
係
団
体
へ
の
協
力
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
東
日
本
大
震

災
や
熊
本
地
震
な
ど
を
契
機

に
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
・
日

米
共
同
に
対
す
る
信
頼
が
高

ま
り
、
自
衛
隊
を
容
認
す
る

意
識
の
高
揚
が
み
ら
れ
て
い

る
な
か
、
日
野
市
防
衛
協
会

の
会
勢
の
拡
大
の
た
め
役
職

員
は
勿
論
、
一
般
会
員
の
力

も
借
り
て
会
員
増
強
も
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
通
年
の
活

動
は
、
女
性
部
・
青
年
部
と

と
も
に
例
年
同
様
進
め
て
ま

い
り
ま
す
が
来
年
度
は
、
創

立
五
十
周
年
に
あ
た
る
節
目

の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

会
員
と
と
も
に
素
晴
ら
し

い
記
念
事
業
を
迎
え
る
為
に
、

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
申
し
上

げ
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。会

長

土
方
尚
功

わ
が
国
の
平
和
と
自
由
・

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

先
祖
よ
り
受
け
継
い
だ
美
し

い
祖
国
日
本
を
次
の
世
代
に

伝
え
残
す
た
め
に
は
、
自
衛

隊
の
精
強
を
図
り
防
衛
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
が
肝
要
で

す
が
、
何
よ
り
も
重
要
な
こ

と
は
、
国
民
・
市
民
の
愛
国

心
が
高
揚
さ
れ
、
国
を
守
る

気
概
が
振
起
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
り
は
じ
め
て
自
衛
隊
に
対

す
る
理
解
認
識
も
深
ま
り
、

物
心
両
面
に
わ
た
り
温
か
な

支
援
が
で
き
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

武
蔵
野
市
防
衛
協
会
は
、

防
衛
意
識
の
普
及
高
揚
・
自

衛
隊
の
理
解
と
健
全
な
る
発

展
に
寄
与
す
る
運
動
、
併
せ

て
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に

関
す
る
動
き
が
活
発
に
展
開

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

武
蔵
野
市
防
衛
協
会
は
、

平
成
14
年
10
月
に
創
設
し
ま

し
た
。
平
成
20
年
10
月
に
は

青
年
部
、
平
成
23
年
2
月
に

は
女
性
部
が
発
足
し
ま
し
た
。

平
和
と
安
全
を
守
る
た
め

に
、
自
衛
隊
の
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
、
そ
し
て
私
た
ち

の
で
き
る
こ
と
は
何
か
？
み

ん
な
で
考
え
日
本
の
国
防
・

安
全
・
安
心
へ
の
学
び
を
推

進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
東
京
地
方
協
力
本
部

西
東
京
地
域
事
務
所
管
内
四

市
（
西
東
京
・
小
金
井
・
三

鷹
・
武
蔵
野
）
の
防
衛
関
係

団
体
（
防
衛
協
会
・
隊
友
会
・

自
衛
隊
父
兄
会
・
自
衛
官
募

集
相
談
員
会
）
の
交
流
を
図

る
べ
く
新
年
賀
詞
交
歓
会
を

平
成
19
年
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
本
年
は
10
年
を
迎
え
、

去
る
2
月
14
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
行
事
は
四
市
の
防
衛

協
会
が
輪
番
制
で
幹
事
を
司

り
、
本
年
は
武
蔵
野
市
防
衛

協
会
が
幹
事
を
務
め
ま
し
た
。

事
務
局
長

森
田
晴
雄

（３） 東京都防衛協会会報（創刊号） 平成２８年７月１日（３） 東京都防衛協会会報（創刊号） 平成２８年７月１日
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昭
島
市
は
、
昭
和
29
年
に

昭
和
町
と
拝
島
村
が
合
併
し

東
京
都
で
は
７
番
目
の
市
と

し
て
誕
生
し
た
。
人
口
は
11

万
３
０
０
０
人
で
、
近
く
に

は
、
陸
上
自
衛
隊
の
立
川
駐

屯
地
と
東
立
川
駐
屯
地
、
航

空
自
衛
隊
の
横
田
基
地
が
あ

り
ま
す
。

昭
島
市
防
衛
協
会
は
昭
和

43
年
10
月
に
発
足
し
、
今
年

で
48
年
目
を
迎
え
ま
す
。

初
代
は
、
西
川
昌
夫
会
長
、

二
代
目
は
井
上
吉
男
会
長
、

井
上
会
長
の
代
行
と
し
て
三

ツ
木
三
郎
氏
が
４
年
間
務
め
、

平
成
19
年
よ
り
中
島
幹
夫
会

長
が
三
代
目
の
会
長
と
し
て

会
の
運
営
を
総
括
し
て
い
ま

す
。
平
成
９
年
に
は
女
性
部

が
、
平
成
21
年
に
は
青
年
部

が
発
足
し
、
防
衛
協
会
の
目

的
と
使
命
で
あ
る
「
防
衛
思

想
の
普
及
高
揚
」
や
「
自
衛

隊
の
支
援
と
協
力
」
を
活
動

目
的
と
し
、
東
京
都
防
衛
協

会
と
の
連
携
を
密
に
図
り
な

が
ら
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
と
の
交
流
活
動
で

は
、
立
川
駐
屯
地
と
は
７
月

に
開
催
さ
れ
ま
す
基
地
内
で

の
花
火
鑑
賞
会
や
９
月
に
開

催
さ
れ
ま
す
防
災
航
空
祭
に
。

東
立
川
駐
屯
地
と
は
、
７
月

に
開
催
さ
れ
ま
す
夏
祭
り
や

10
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
駐
屯

地
創
立
記
念
行
事
及
び
年
末

に
行
わ
れ
ま
す
餅
つ
き
大
会

に
。
横
田
基
地
と
は
９
月
に

開
催
さ
れ
ま
す
空
自
横
田
祭

り
に
。
練
馬
駐
屯
地
と
は
８

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
納
涼
祭

な
ど
に
参
加
し
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。
東
京
地
方
協
力

本
部
の
立
川
出
張
所
と
は
、

昭
島
市
内
か
ら
の
自
衛
隊
入

隊
者
の
募
集
協
力
支
援
活
動

や
入
隊
者
の
激
励
会
を
昭
島

市
役
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
衛
協
会
と
の
協

力
事
業
と
し
て
は
三
市
の
合

同
防
衛
講
話
を
年
に
一
度
開

催
し
、
会
員
の
皆
様
に
防
衛

意
識
の
高
揚
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
東
京
都
防
衛
協

会
と
の
活
動
で
は
、
各
種
盛

り
だ
く
さ
ん
の
事
業
に
年
間

を
通
じ
て
ご
支
援
を
頂
き
な

が
ら
参
画
し
て
い
ま
す
。

組
織
活
動
で
は
、
平
成
19

年
当
時
は
８
０
０
人
程
の
会

員
数
で
し
た
が
、
中
島
会
長

を
中
心
に
会
員
の
増
強
を
は

か
る
た
め
加
入
促
進
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
、
地
区
の

理
事
さ
ん
、
女
性
部
、
青
年

部
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

平
成
25
年
に
は
１
１
０
０
名

に
迫
る
組
織
に
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と

も
組
織
の
維
持
・
向
上
を
図

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

事
業
活
動
で
は
、
年
度
事

業
計
画
を
作
成
し
定
期
的
に

三
役
会
や
役
員
会
を
開
催
し
、

会
務
報
告
と
進
捗
状
況
の
フ
ォ

ロ
ー
を
実
施
し
、
問
題
点
や

課
題
に
つ
い
て
は
情
報
を
共

有
化
し
あ
る
べ
き
姿
を
目
指

し
て
行
動
し
な
が
ら
日
々
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
報
発
刊

に
あ
た
り
会
の
発
展
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
活
動
報
告
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

事
務
局
長

大
野
義
孝

昭
島
市
は
、
昭
和
29
年
に

昭
和
町
と
拝
島
村
が
合
併
し

東
京
都
で
は
７
番
目
の
市
と

し
て
誕
生
し
た
。
人
口
は
11

万
３
０
０
０
人
で
、
近
く
に

は
、
陸
上
自
衛
隊
の
立
川
駐

屯
地
と
東
立
川
駐
屯
地
、
航

空
自
衛
隊
の
横
田
基
地
が
あ

り
ま
す
。

昭
島
市
防
衛
協
会
は
昭
和

43
年
10
月
に
発
足
し
、
今
年

で
48
年
目
を
迎
え
ま
す
。

初
代
は
、
西
川
昌
夫
会
長
、

二
代
目
は
井
上
吉
男
会
長
、

井
上
会
長
の
代
行
と
し
て
三

ツ
木
三
郎
氏
が
４
年
間
務
め
、

平
成
19
年
よ
り
中
島
幹
夫
会

長
が
三
代
目
の
会
長
と
し
て

会
の
運
営
を
総
括
し
て
い
ま

す
。
平
成
９
年
に
は
女
性
部

が
、
平
成
21
年
に
は
青
年
部

が
発
足
し
、
防
衛
協
会
の
目

的
と
使
命
で
あ
る
「
防
衛
思

想
の
普
及
高
揚
」
や
「
自
衛

隊
の
支
援
と
協
力
」
を
活
動

目
的
と
し
、
東
京
都
防
衛
協

会
と
の
連
携
を
密
に
図
り
な

が
ら
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
と
の
交
流
活
動
で

は
、
立
川
駐
屯
地
と
は
７
月

に
開
催
さ
れ
ま
す
基
地
内
で

の
花
火
鑑
賞
会
や
９
月
に
開

催
さ
れ
ま
す
防
災
航
空
祭
に
。

東
立
川
駐
屯
地
と
は
、
７
月

に
開
催
さ
れ
ま
す
夏
祭
り
や

10
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
駐
屯

地
創
立
記
念
行
事
及
び
年
末

に
行
わ
れ
ま
す
餅
つ
き
大
会

に
。
横
田
基
地
と
は
９
月
に

開
催
さ
れ
ま
す
空
自
横
田
祭

り
に
。
練
馬
駐
屯
地
と
は
８

月
に
開
催
さ
れ
ま
す
納
涼
祭

な
ど
に
参
加
し
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。
東
京
地
方
協
力

本
部
の
立
川
出
張
所
と
は
、

昭
島
市
内
か
ら
の
自
衛
隊
入

隊
者
の
募
集
協
力
支
援
活
動

や
入
隊
者
の
激
励
会
を
昭
島

市
役
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
衛
協
会
と
の
協

力
事
業
と
し
て
は
三
市
の
合

同
防
衛
講
話
を
年
に
一
度
開

催
し
、
会
員
の
皆
様
に
防
衛

意
識
の
高
揚
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
東
京
都
防
衛
協

会
と
の
活
動
で
は
、
各
種
盛

り
だ
く
さ
ん
の
事
業
に
年
間

を
通
じ
て
ご
支
援
を
頂
き
な

が
ら
参
画
し
て
い
ま
す
。

組
織
活
動
で
は
、
平
成
19

年
当
時
は
８
０
０
人
程
の
会

員
数
で
し
た
が
、
中
島
会
長

を
中
心
に
会
員
の
増
強
を
は

か
る
た
め
加
入
促
進
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
、
地
区
の

理
事
さ
ん
、
女
性
部
、
青
年

部
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

平
成
25
年
に
は
１
１
０
０
名

に
迫
る
組
織
に
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と

も
組
織
の
維
持
・
向
上
を
図

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

事
業
活
動
で
は
、
年
度
事

業
計
画
を
作
成
し
定
期
的
に

三
役
会
や
役
員
会
を
開
催
し
、

会
務
報
告
と
進
捗
状
況
の
フ
ォ

ロ
ー
を
実
施
し
、
問
題
点
や

課
題
に
つ
い
て
は
情
報
を
共

有
化
し
あ
る
べ
き
姿
を
目
指

し
て
行
動
し
な
が
ら
日
々
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
報
発
刊

に
あ
た
り
会
の
発
展
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
活
動
報
告
と
さ
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て
頂
き
ま
す
。

事
務
局
長

大
野
義
孝

昭
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市
防
衛
協
会

昭
島
市
防
衛
協
会
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の
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東京音楽隊隊員とともに東京音楽隊隊員とともに

土方尚功新会長土方尚功新会長



日
の
出
町
は
、
都
心
か
ら

50
㎞
圏
内
に
位
置
し
、
人
口

は
お
よ
そ
1
万
7
千
人
で
、

そ
の
西
端
に
は
秩
父
多
摩
甲

斐
国
立
公
園
の
表
玄
関
口
と

な
る
標
高
９
０
２
㍍
の
日
の

出
山
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

東
側
に
位
置
す
る
平
地
部
に

は
、
圏
央
道
（
首
都
圏
中
央

連
絡
自
動
車
道
）
が
走
り
、

日
の
出
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
近
隣
に
は
工
業
団
地
や
イ

オ
ン
モ
ー
ル
日
の
出
が
進
出

し
、
住
宅
地
の
整
備
が
進
む

な
ど
、
人
と
自
然
が
調
和
し

た
緑
豊
か
な
町
で
す
。

町
の
最
西
端
に
位
置
す
る

日
の
出
山
の
山
頂
か
ら
は
、

関
東
平
野
が
一
望
で
き
、
特

に
一
面
の
夜
景
か
ら
朝
日
が

立
ち
昇
る
様
は
非
常
に
美
し

く
、
新
年
の
ご
来
光
を
迎
え

る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

日
の
出
山
の
麓
、
平
井
川

の
上
流
に
は
、
お
肌
が
す
べ

す
べ
に
な
る
ア
ル
カ
リ
性
単

純
温
泉
の
天
然
温
泉
「
つ
る

つ
る
温
泉
」
が
あ
り
、
入
浴

だ
け
で
な
く
、
開
放
的
な
パ

ノ
ラ
マ
食
堂
の
食
事
も
お
楽

し
み
頂
け
ま
す
。

そ
の
下
流
に
は
、
マ
ス
釣

り
な
ど
の
川
遊
び
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
楽
し
め
る
「
さ
か

な
園
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

日
米
首
脳
会
談
を
記
念
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
日
の
出
山
荘

に
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
農

家
を
改
築
し
た
青
雲
堂
と
茶

室
の
天
心
亭
が
あ
り
、
各
国

首
脳
が
訪
れ
た
日
本
情
緒
あ

ふ
れ
る
風
景
や
中
曽
根
首
相

が
使
用
し
た
書
院
を
体
験
で

き
ま
す
。

食
べ
物
で
は
、
町
の
特
産

品
の
ト
マ
ト
を
使
っ
た
料
理

と
し
て
、
つ
る
つ
る
温
泉
の

「
赤
い
う
ど
ん
」
、
松
華
飯

店
の
「
中
華
風

赤
い
う
ど

ん
」
、
さ
か
な
園
で
は
古
の

時
代
に
傷
つ
い
た
平
将
門
に

村
人
が
ふ
る
ま
っ
た
と
い
う

伝
承
の
あ
る
「
将
門
う
ど
ん
」

や
し
ゃ
も
鍋
を
味
わ
う
こ
と

も
出
来
ま
す
。

我
々
、
日
の
出
町
防
衛
協

会
（
会
員
数
３
８
３
人
）
は
、

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境

の
中
、
町
の
総
合
防
災
訓
練

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
防

衛
協
会
の
目
的
達
成
に
向
け

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
長

馬
場
紀
男

（
１
面
か
ら
続
く
）

ま
た
、
昭
和
38
年
１
月
に

発
生
し
た
日
本
海
側
地
方
で

の
記
録
的
大
雪
（
昭
和
38
年

１
月
豪
雪
）
に
は
陸
上
自
衛

隊
中
部
方
面
隊
及
び
東
部
方

面
隊
が
、
昭
和
39
年
６
月
の

新
潟
地
震
で
は
東
部
方
面
隊

に
所
属
す
る
第
12
師
団
、
第

１
師
団
等
が
災
害
救
助
に
当

た
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
を
背
景

と
し
て
、
首
都
東
京
を
含
む

首
都
圏
（
１
都
６
県
）
の
防

衛
警
備
・
災
害
救
助
を
担
当

す
る
第
１
師
団
の
司
令
部
が

所
在
す
る
練
馬
区
を
は
じ
め

と
し
て
東
京
都
各
地
区
に
結

成
さ
れ
て
い
た
15
地
区
協
会

を
中
心
に
連
合
体
結
成
の
準

備
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
41
年

３
月
26
日
、
市
ヶ
谷
台
上
に

お
い
て
、
櫻
田
武
氏
（
日
清

紡
績
株
式
会
社
会
長
・
日
本

経
済
団
体
連
合
会
会
長
）
を

会
長
に
戴
く
東
京
都
自
衛
隊

協
力
会
連
合
会
が
発
足
し
ま

し
た
。

《

初
代
理
事
長

藤
原

岩
市
氏
の
記
録
か
ら

抜
粋

》

東
京
都
防
衛
協
会
の
沿
革

東
京
都
防
衛
協
会
の
発
祥
は

昭
和
37
年
８
月
、
自
衛
隊
が
13

個
師
団
体
制
に
変
わ
り
、
第
１

師
団
司
令
部
の
所
在
駐
屯
地
の

練
馬
区
に
自
衛
隊
協
力
会
が
、

須
田
区
長
を
会
長
に
戴
い
て
設

立
さ
れ
た
の
が
嚆
矢
で
あ
っ
た
。
..

当
時
は
、
都
区
民
の
自
衛
隊

理
解
が
乏
し
く
、
多
く
の
区
民

に
昵
ま
ず
、
一
握
り
の
有
志
の

み
の
組
織
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
支
援
前
後
の
各
種
大
災
害
救

援
、
重
要
行
事
の
支
援
が
自
衛

隊
の
認
識
評
価
を
高
め
、
都
内

各
区
、
市
町
村
に
協
力
会
が
結

成
さ
れ
、
昭
和
41
年
３
月
27
日
、

「
東
京
都
自
衛
隊
協
力
会
連
合

会
」
の
連
合
組
織
に
、
次
い
で

自
衛
隊
Ｐ
Ｔ
Ａ
的
色
彩
を
脱
皮

し
、
都
民
の
防
衛
意
識
啓
蒙
の

重
要
性
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
42

年
６
月
の
創
立
１
周
年
記
念
大

会
に
お
い
て
「
東
京
都
防
衛
協

会
」
に
改
称
さ
れ
た
。

（
藤
原
氏
の
ご
親
族
、
横
田
泰
彦

東
京
都
防
衛
協
会
特
別
会
員
か

ら
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
）

（
以
下
、
10
月
号
に
続
く
）

日
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出
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1
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、
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西
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に
は
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摩
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斐
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な
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２
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の
日
の
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す
。
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動
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雪
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）
に
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和
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地
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第
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団
、
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団
等
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。
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６
県
）
の
防

衛
警
備
・
災
害
救
助
を
担
当

す
る
第
１
師
団
の
司
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と
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東
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台
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績
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。

《
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司
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。
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３
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Ａ
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。
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族
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京
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ら
資
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を
提
供
し
て
い
た
だ
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ま
し
た
。
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（
以
下
、
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月
号
に
続
く
）

（４） 東京都防衛協会会報（創刊号） 平成２８年７月１日（４） 東京都防衛協会会報（創刊号） 平成２８年７月１日

名所・名店名所・名店材料（４人前）
◇鶏胸肉 - - １・１/２～２枚

塩 - - 小さじ１

こしょう - - 少々

◇小麦粉

サラダ油、バター

◇ロースハム薄切り又は

生ハム - - ４～８枚

◇好きなチーズ(５×１０ｃｍ)

- - ４～８枚

◇ブイヨン(顆粒)又は白ワイ

ン - - ２/３カップ

◇マスタード - - 少々

作り方
① 鶏胸肉は皮を除き、薄く広くなるように２～３

枚にそぎ切りにします。

肉たたきか缶ビールで軽く叩き、塩小さじ１杯

と胡椒をよくなじませます。

② 鶏肉に小麦粉を薄くつけて、フライパンにサラ

ダ油とバターを半々に熱した中で両面こんがり

と焼きます。

③ オーブンに入れる焼き皿に

バターを薄く塗り、②の鶏、

ハム、チーズを順に重ねて

並べます。周囲からブイヨ

ン(顆粒)または白ワインを

注ぎ入れ、２００～２２０

℃に熱したオーブンで約１

５～２０分焼きます。ブイ

ヨンが煮立ち、チーズがと

けて、こんがりと焼き色が

つけば出来上がり。

皿に取り分けて、焼き汁もかけていただきましょう。

パパにはマスタードも。

イタリアのボローニャはハムやチーズ、
にわとりなどがおいしい地方です。
この料理はあらかじめ少しの時間で焼
くばかりに準備しておくと、手早く、

しかもおいしく出来るのでとても便利なのです。豚
肉や魚でも。
蛋白質がたっぷりで元気がでる料理ですが、ビタ

ミンが足りないので、葉っぱかトマトかラディ等で
好みのサラダを作って添えましょう。お料理を４等
分してホイルで包めばグリルやオーブントースター
でも出来ます。

《 江上料理学院のお問合せ先 》

TEL 03-3269-0281 FAX 03-3269-0285
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皆さまの力強いご協力によりまして、

東京都防衛協会会報創刊号を無事発行す

ることができました。本当にありがとう

ございました。

会報が、会員皆様の活動のお役に立て

るよう努力してまいりますので今後とも

ご支援・ご協力を賜りますようお願いい

たします。また、情報発信の手段として

ご活用いただければ幸いです。

地区協会はもとより特別会員の皆様、

ご投稿をお待ちしています。（M.W)

e-mail : watanabe@ajda.jp
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京
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京
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）
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鶏肉のチーズ焼き

ボロニア風

鶏肉のチーズ焼き

ボロニア風

『簡単ですてき！！』元気の出る料理『簡単ですてき！！』元気の出る料理

鶏肉のチーズ焼き ボロニヤ風鶏肉のチーズ焼き ボロニヤ風

江上栄子先生

☆江上料理学院

院長

☆東京都防衛協会

女性部会会長

江上栄子先生

☆江上料理学院

院長

☆東京都防衛協会

女性部会会長

３８豪雪で活躍する自衛隊３８豪雪で活躍する自衛隊

２８年度受賞者（中央は佃会長）２８年度受賞者（中央は佃会長）

自
分
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は

自
分
の
国
は
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で
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う

自
分
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日の出山山頂の日の出日の出山山頂の日の出開放的なパノラマ食堂開放的なパノラマ食堂

日の出山荘 青雲堂日の出山荘 青雲堂


